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税引前分配金再投資基準価額
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ニッセイ・メタバースワールド
(資産成長型)／(予想分配金提示型)

高成長ハイテク企業がけん引するメタバース開発

• 当ファンドは良好なパフォーマンスを継続しており、予想分配金提示型では直近
1年間で累計2,500円(1万口当り、税引前)の分配金をお支払いしています。

• 当ファンドにはメタバース開発をけん引する世界の高成長ハイテク企業が多く組み
入れられており、引き続き利益成長にともなう組入銘柄の株価上昇が期待されます。

運用実績(2026年2月10日現在)

データ期間：2022年3月31日＜設定日＞～2026年2月10日(日次)
上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。基準価額は信託報酬控除後、1万口当りの値です。
ファンドの騰落率は、税引前分配金再投資基準価額の騰落率を記載しています。運用状況によっては、分配金額が変わる場合、あるい
は分配金が支払われない場合があります。分配金は信託財産から支払いますので、基準価額が下がる要因となります。収益分配金に
は普通分配金に対して所得税および地方税がかかります(個人受益者の場合)。

予想分配金提示型
(円)

(年/月)

資産成長型
(円)

(年/月)

分配の推移
(1万口当り、税引前)
第2期

(2023年8月) 0円

第3期
(2024年8月) 0円

第4期
(2025年8月) 0円

直近1年間
累計 0円

設定来
累計額 0円

分配の推移
(1万口当り、税引前)
第44期

(2025年12月) 300円

第45期
(2026年1月) 300円

第46期
(2026年2月) 200円

直近1年間
累計 2,500円

設定来
累計額 6,500円

基準価額の上昇に伴い
分配金をお支払い

1/9

2026年2月12日

●当資料に記載されている投資リスク、ファンドの費用等を必ずご覧ください。
＜2025-EA208＞

運用開始から約４年で
２倍程度に！

騰落率 3ヵ月 6ヵ月 1年 設定来

ファンド 4.4% 15.4％ 25.7% 103.1%

騰落率 3ヵ月 6ヵ月 1年 設定来

ファンド 4.8% 16.4％ 28.3% 108.3%

20,830円

11,876円



●当資料に記載されている投資リスク、ファンドの費用等を必ずご覧ください。
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主要株価指数を大きく上回るパフォーマンス

出所) FactSetのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
米国株式：S&P500指数、世界株式：MSCIワールド・インデックス、いずれも配当込み、円ベース
上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。

ニッセイ・メタバースワールド(資産成長型) パフォーマンスの推移

(年/月)

データ期間：2022年３月31日＜設定日＞～2026年1月30日(日次)

2025年4月末以降の騰落率
(2025年4月30日～2026年1月30日)
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次ページ以降でご説明します！
メタバースワールド、2つの注目ポイント
①世界の高成長ハイテク企業への投資機会
②成長ドライバーはデジタルツインが拓くBtoBの拡大

当ファンドは、2025年4月のトランプ関税ショック以降の上昇局面において、米国
株式、世界株式を大きく上回るパフォーマンスを実現しています。この良好なパ
フォーマンスの背景には、組み入れている高成長ハイテク企業の好調な業績があると
考えられます。

メタバース開発は、関連する様々な先端技術の発展が相互に影響し合って進展して
います。具体的には、AIや高性能半導体、クラウド・データセンター、高速・大容量
の通信インフラ、VR/ARを支える3Dグラフィックスや画像処理ハードウェア、さらに
ブロックチェーン等の周辺技術など、幅広い領域が関わっています。

当ファンドが投資対象とするメタバース関連企業には、こうした領域を支えるグ
ローバルに競争力の高い高成長ハイテク企業が数多く含まれています。これらの企業
の長期的・構造的な成長が、今後もファンドのパフォーマンスを後押しすることが期
待されます。

当ファンド
(ご参考)
世界株式

(ご参考)
米国株式

当ファンド
（資産成長型）

(ご参考)世界株式

(ご参考)米国株式

2025年4月30日を
100として指数化

ニッセイアセット
公式キャラクター
「ナムコーン」



●当資料に記載されている投資リスク、ファンドの費用等を必ずご覧ください。

世界の高成長ハイテク企業への投資機会
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銘柄 メタバースにおける着眼点 ハイテク分野全般における事業展開 予想
EPS成長率

1 エヌビディア
高度な3D画像処理技術を活かし、
仮想空間で現実の環境を忠実に再現
するためのプラットフォーム「オム
ニバース」を提供。

AIや高速コンピューティングを支え
る半導体(GPU)で世界をリード。近
年はデータセンター向けなど幅広い
分野で必須の技術となり急成長。

63.7%

2 ブロードコム
ASIC(特定用途向け集積回路)でアル
ファベットやマイクロソフトと連携。
メタバース関連ハードウェアの構築
に同社のチップが使用される見通し。

通信、データセンター向けの高性能
な半導体や、クラウド、サイバーセ
キュリティ関連のソフトウェアを提
供。AI半導体分野での競争力が高い。

46.4%

3
メタ・
プラット
フォームズ

2021年10月に社名変更。VRヘッ
ドセットやVR空間での会議スペー
スなど数多くのメタバースに関する
技術やサービスを提供。

世界最大級のSNSを運営。AI開発に
も多額の投資を行うソーシャル・テ
クノロジー企業。主な収益源はSNS
を通じた広告事業。

30.3%

4
アリスタ・
ネット
ワークス

ソフトウェア駆動型のクラウド・
ネットワーキング・ソリューション
を提供。メタバースに必要な安全で
高速なネットワーキングを実現。

大規模データセンターやクラウドに
高 性 能 な ネ ッ ト ワ ー ク 機 器 、ソ
リューションを提供。金融、クラウ
ドプロバイダなど大手企業から定評。

17.1%

5 シエナ
中核の光伝送技術を用い大規模デー
タトラフィックの安全な管理に不可
欠な次世代ネットワークを導入・管
理できるソリューションを提供。

通信ネットワーク機器・ソフトウェ
アのグローバルリーダー。世界の通
信事業者やハイパースケーラーの
ネットワークインフラを支える。

81.4%

 組入上位5銘柄

成長性を考慮すると相対的に割安な銘柄への投資機会

【ポートフォリオのバリュエーション】

出所) FactSetのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成、2025年12月末時点
米国株式：S&P500指数、世界株式：MSCIワールド・インデックス

PEGレシオとは？
企業の利益成長率を加味して株価の割

高・割安を判断する投資尺度。「Price
Earnings Growth Ratio 」 の 略 で 、
「PER(株価収益率)÷EPS成長率(1株当り純
利益成長率)」で計算される。

一般には、PEGレシオが1を下回ると成
長率を加味すれば割安、2を上回ると成長
率を加味しても割高といわれることがある。

当ファンド (ご参考)
米国株式

(ご参考)
世界株式

予想PER 27.1倍 22.0倍 19.8倍

予想EPS成長率 25.0% 12.4% 11.5%

PEGレシオ 1.09倍 1.78倍 1.72倍

出所)FactSetのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成、2025年12月末時点

当ファンドの組入銘柄には、世界的に活躍する高成長ハイテク企業が数多く含まれて
います。

足もとでは高成長ハイテク企業の株価に過熱感を警戒する声も聞かれますが、利益成長
を加味した投資尺度であるPEGレシオをみると、当ファンドは主要株価指数と比較して
相対的に割安な水準となっています。
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成長ドライバーはデジタルツインが拓くBtoBの拡大

「デジタルツイン」とは

メタバースは個人向けのBtoC領域だけではなく、法人向けのBtoB領域でも活用が進
んでいます。特に、バーチャル上で何度も試行錯誤を繰り返すことを可能とする「デジ
タルツイン」は、製造、医療、建設などの生産性や安全性を劇的に改善する技術として
注目されています。こうした法人需要の拡大が、今後のメタバース市場の更なる成長ド
ライバーになると期待されます。

リアル(物理)空間にある情報をIoTなどで集め、送信されたデータを元にサイバー(仮想)空
間でリアル空間を再現する技術。現実世界の環境を仮想空間にコピーする鏡の中の世界の
ようなイメージであり、「デジタルの双子」の意味を込めてデジタルツインと呼ばれる。
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サイバー（仮想）空間

リアル（物理）空間

出所)DWSグループの資料をもとにニッセイアセットマネジメント作成

工場の全工程を仮想空間でシミュレート。
物理的な生産ラインを動かす前に最適解を
導き出し、稼働後の不確実性を排除。

   工場・製造ライン

主要な活用シーン

VRでの手術シミュレーション・研修で患者
の反応をリアルに再現し、リスクなしで高
度な技術を習得。術前リハーサルにも活用。

 医療・トレーニング

フォークリフト等の重機操縦や、事故の疑
似体験。振動や風などの体感を伴う訓練で
抑止力を強化。

安全・技能教育

四足歩行ロボットによる危険箇所の巡察や、
構造物内部の可視化。被災地の調査にも活
用。

建設・インフラ点検

ARによる機械の設置イメージ確認、バー
チャルショールーム、AIオペレーターによ
る24時間接客。

営業・マーケティング
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組入銘柄のご紹介

エヌビディア (アメリカ/情報技術)

• AIデータセンター向け半導体メーカとして世界をリード
• 同社の半導体技術は、メタバース分野でも高度な画像処理に利用されている
• デジタルツインを実現する同社のプラットフォーム「オムニバース」は、自動車産業をは

じめ幅広く活用されている
• 予想PERをみると足もとの株価は近年の推移の中では割安な水準

＜株価の推移＞(米ドル) ＜予想PERの推移＞

メタ・プラットフォームズ (アメリカ/コミュニケーション・サービス)

出所)FactSetのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
データ期間：2022年3月31日～2026年1月30日(日次)
上記は2025年12月末時点の組入銘柄を示したものです。特定の銘柄を推奨するものではありません。

• 世界最大級のSNS「Facebook」を中核とするテクノロジー企業で、写真共有アプリ
「Instagram」などを運営、広告事業が好調

• AI開発にも積極的に投資、ハイパースケーラーの一角として注目される
• メタバース事業では、実用的なAIウェアラブル端末に経営資源をシフト
• 予想PERをみると足もとの株価は過熱感のない水準
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(年/月)

(倍)

＜株価の推移＞ ＜予想PERの推移＞

(年/月)

(年/月)

(倍)

(年/月)

割高

割安

割高

割安
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① 日本を含む世界各国の株式のなかから、「メタバース」に関連する事業を展開する企業の株式に投資します。
② DWSインターナショナルGmbHからの助言を活用し、株価上昇が期待される銘柄を厳選します。
③ 決算頻度および分配方針の異なる2つのファンドから選択いただけます。

＜資産成長型＞年1回決算を行います。信託財産の十分な成長に資することに配慮し、分配を抑制する方針です。
毎年8月10日(休業日の場合は翌営業日)に決算を行います。

＜予想分配金提示型＞毎月決算を行い、決算日の前営業日の基準価額に応じた分配をめざします。
毎月10日(休業日の場合は翌営業日)に決算を行います。
収益分配方針に基づき、決算日の前営業日の基準価額(1万口当り。支払い済みの分配金累計額は加算しません)に応じて、以下

の金額の分配を行うことをめざします。

決算日の前営業日の基準価額 分配金額(1万口当り、税引前)
11,000円未満 基準価額の水準等を勘案して決定
11,000円以上12,000円未満 200円
12,000円以上13,000円未満 300円
13,000円以上14,000円未満 400円
14,000円以上 500円

• 決算日の前営業日から決算日までに基準価額が急激に変動した場合等には、上記とは異なる分配金額となる場合や分配金が支払わ
れない場合があります。

• 基準価額の値上がりにより、該当する分配金テーブルが分配金の支払い準備のために用意していた資金を超える場合等には、テー
ブル通りの分配ができないことがあります。

• 基準価額に応じて、毎月の分配金額は変動します。基準価額があらかじめ決められた水準に一度でも到達すれば、その水準に応じ
た分配を継続するというものではありません。

• 分配を行うことにより基準価額は下落します。そのため、基準価額に影響を与え、次期決算以降の分配金額は変動する場合があり
ます。また、あらかじめ一定の分配金額を保証するものではありません。

• 分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、委託会社の判断により、分配を行わないこと
があります。
将来の分配金の支払いおよびその金額について、保証するものではありません。

※販売会社によっては、どちらか一方のファンドのみの取扱いとなる場合があります。詳しくは販売会社にお問合せください。

ファンドの特色

資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

 投資信託はリスクを含む商品であり、運用実績は市場環境等により変動し、運用成果(損益)はすべて投資者の皆様のものとな
ります。投資元本および利回りが保証された商品ではありません。

 当資料はニッセイアセットマネジメントが作成したものです。ご購入に際しては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書(交
付目論見書)、契約締結前交付書面等(目論見書補完書面を含む)の内容を十分にお読みになり、ご自身でご判断ください。

 投資信託は保険契約や金融機関の預金ではなく、保険契約者保護機構、預金保険の対象とはなりません。証券会社以外の金融
機関で購入された投資信託は、投資者保護基金の支払対象にはなりません。

 当資料のいかなる内容も将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものではありません。資金動向、市況動向等によっては方
針通りの運用ができない場合があります。 

 当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。
記載内容は資料作成時点のものであり、予告なしに変更されることがあります。

 当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾者
に帰属します。

 S&P各種指数に関する著作権、知的所有権その他一切の権利はS&Pダウ・ジョーンズ・インデックスに帰属します。S&Pダ
ウ・ジョーンズ・インデックスは同社が公表する各指数またはそれに含まれるデータの正確性あるいは完全性を保証するもの
ではなく、また同社が公表する各指数またはそれに含まれるデータを利用した結果生じた事項に関して保証等の責任を負うも
のではありません。

 MSCI各種指数は、MSCI Inc．が公表している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権、その他一切の権利はMSCI Inc．
に帰属します。また、MSCI Inc．は同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

ご留意いただきたい事項
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株式投資リスク 株式は国内および国際的な景気、経済、社会情勢の変化等の影響を受け、また業績悪化(倒
産に至る場合も含む)等により、価格が下落することがあります。

為替変動リスク 原則として対円での為替ヘッジを行わないため、外貨建資産については、為替変動の影響
を直接的に受けます。一般に円高局面ではファンドの資産価値が減少します。

カントリーリスク 外国の資産に投資するため、各国の政治・経済情勢、外国為替規制、資本規制等による影
響を受け、ファンドの資産価値が減少する可能性があります。

流動性リスク 市場規模が小さいまたは取引量が少ない場合、市場実勢から予期される時期または価格で
取引が行えず、損失を被る可能性があります。

 ファンド(マザーファンドを含みます)は、値動きのある有価証券等(外貨建資産には為替変動リスクもあり
ます)に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本を割込むことがあります。

 ファンドは、預貯金とは異なり、投資元本および利回りの保証はありません。運用成果(損益)はすべて
投資者の皆様のものとなりますので、ファンドのリスクを十分にご認識ください。

主な変動要因

基準価額の変動要因

※ご購入に際しては、投資信託説明書(交付目論見書)の内容を十分にお読みください。

• 基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。

投資リスク

その他の留意点
 ファンドは、特定のテーマに絞った株式への投資を行います。したがって、株式市場全体の値動きとファンドの基準価額の値動

きが大きく異なる場合、また、より幅広いテーマで株式に分散投資するファンドに比べ基準価額の変動が大きくなる場合があり
ます。

 ファンドは、多量の換金の申込みが発生し換金代金を短期間で手当てする必要が生じた場合や組入資産の主たる取引市場におい
て市場環境が急変した場合等には、一時的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引ができないリスク、
取引量が限定されるリスク等が顕在します。これらにより、基準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性、換金の申込みの受付け
を中止する、また既に受付けた換金の申込みの受付けを取消しする可能性、換金代金のお支払いが遅延する可能性などがあります。

 ファンドのお取引に関しては、クーリング・オフ(金融商品取引法第37条の6の規定)の適用はありません。

当該費用の合計額、その上限額および計算方法は、運用状況および受益者の保有期間等により異なるため、事前に記載することはできません。！
詳しくは、投資信託説明書(交付目論見書)をご覧ください。！

ファンドの費用

投資者が直接的に負担する費用

購入時 購入時手数料
購入申込受付日の翌営業日の基準価額に3.3%(税抜3.0％)を上限として販売会社が独自に
定める率をかけた額とします。
 料率は変更となる場合があります。詳しくは販売会社にお問合せください。

換金時 信託財産留保額 ありません。

投資者が信託財産で間接的に負担する費用

毎日

運用管理費用
(信 託 報 酬)

ファンドの純資産総額に年率1.8975％(税抜1.725％)をかけた額とし、ファンドからご負担
いただきます。

監 査 費 用 ファンドの純資産総額に年率0.011％(税抜0.01％)をかけた額を上限とし、ファンドから
ご負担いただきます。

随時 その他の費用・
手数料

組入有価証券の売買委託手数料、信託事務の諸費用および借入金の利息等はファンドから
ご負担いただきます。これらの費用は運用状況等により変動するため、事前に料率・上限額等を
記載することはできません。
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計算期間中に発生した収益を超えて支払われる場合
前期決算日から基準価額が上昇した場合 前期決算日から基準価額が下落した場合

10,550円

10,500円

期中収益
（①＋②）

50円 10,500円

＊500円
（③＋④）

＊50円 10,450円
＊500円

（③＋④）

10,400円

＊450円
（③＋④）

配当等収益
①  20円

10,300円＊80円

＊420円
（③＋④）

前期決算日 当期決算日分配前 当期決算日分配後 前期決算日 当期決算日分配前 当期決算日分配後
＊分配対象額

 500円
＊50円を取崩し ＊分配対象額

 450円
＊分配対象額

 500円
＊80円を取崩し ＊分配対象額

 420円
 分配対象額は、①経費控除後の配当等収益および②経費控除後の評価益を含む売買益ならびに③分配準備積立金および④収益

調整金です。分配金は、収益分配方針に基づき、分配対象額から支払われます。
分配準備積立金：期中収益(①および②)のうち、当期の分配金として支払われず信託財産に留保された金額をいい、次期以降の

分配金の支払いにあてることができます。
収 益 調 整 金：追加型株式投資信託において追加設定が行われることによって、既存の受益者の分配対象額が減らないように

するために設けられた勘定です。
上記はイメージ図であり、実際の分配金額や基準価額を示唆するものではありませんのでご留意ください。

 分配金は、預貯金の利息とは異なり、ファンドの信託財産から支払われますので、分配金が支払われ
ると、その金額相当分、基準価額は下がります。

ファンドの
信託財産

分配金ファンドで分配金が
支払われるイメージ

 分配金は、計算期間中に発生した収益(経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益)を超えて
支払われる場合があります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することに
なります。また、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではあり
ません。

分配金
100円

分配金
100円

 受益者のファンドの購入価額によっては、支払われる分配金の一部または全部が実質的に元本の一部
払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上
がりが小さかった場合も同様です。

分配金の一部が
元本の一部払戻しに相当する場合

分配金の全部が
元本の一部払戻しに相当する場合

普通分配金

受益者の購入価額
分配前の
個別元本

元本払戻金
（特別分配金） 受益者の購入価額

分配前の
個別元本

元本払戻金
（特別分配金）

分配後の基準価額
分配後の
個別元本

分配後の基準価額
分配後の
個別元本

普通分配金：個別元本(受益者のファンドの購入価額)を上回る部分からの分配金です。
元本払戻金(特別分配金)：個別元本を下回る部分からの分配金です。分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金(特別分配金)の額
だけ減少します。
● 普通分配金に対する課税については、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

※実質的に元本の一部払戻し
に相当する元本払戻金(特
別分配金)が支払われると、
その金額だけ個別元本が減
少します。また、元本払戻
金(特別分配金)部分は非課
税扱いとなります｡

！

※※

分配金に関する留意事項
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委託会社【ファンドの運用の指図を行います】 ファンドに関するお問合せ先
ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第369号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

ニッセイアセットマネジメント株式会社
コールセンター：0120-762-506
(9:00～17:00 土日祝日・年末年始を除く)
ホームページ： https://www.nam.co.jp/

受託会社【ファンドの財産の保管および管理を行います】
三菱UFJ信託銀行株式会社

※ 販売会社は今後変更となる場合があります。また、販売会社によっては、どちらか一方のファンドのみの取扱いとなる場合や、新規のお申込みを
停止している場合があります。詳しくは、販売会社または委託会社の照会先までお問合せください。

取 扱 販 売 会 社 名 登 録 番 号 日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融
商品取引業

協会
金融商品
取引業者

登録金融
機関

あかつき証券株式会社 〇 関東財務局長(金商)第67号 〇 〇 〇
阿波証券株式会社 〇 四国財務局長(金商)第1号 〇
株式会社ＳＢＩ証券 〇 関東財務局長(金商)第44号 〇 〇 〇
ＯＫＢ証券株式会社 〇 東海財務局長(金商)第191号 〇
光世証券株式会社 〇 近畿財務局長(金商)第14号 〇
静岡東海証券株式会社 〇 東海財務局長(金商)第8号 〇
七十七証券株式会社 (※1) 〇 東北財務局長(金商)第37号 〇
株式会社しん証券さかもと 〇 北陸財務局長(金商)第5号 〇
大熊本証券株式会社 〇 九州財務局長(金商)第1号 〇
南都まほろば証券株式会社 〇 近畿財務局長(金商)第25号 〇
西日本シティＴＴ証券株式会社 〇 福岡財務支局長(金商)第75号 〇
ニュース証券株式会社 〇 関東財務局長(金商)第138号 〇 〇
ひろぎん証券株式会社 〇 中国財務局長(金商)第20号 〇
三津井証券株式会社 〇 北陸財務局長(金商)第14号 〇
明和證券株式会社 〇 関東財務局長(金商)第185号 〇
楽天証券株式会社 〇 関東財務局長(金商)第195号 〇 〇 〇 〇
株式会社あいち銀行 〇 東海財務局長(登金)第12号 〇 〇
株式会社ＳＢＩ新生銀行（委託金融商品
取引業者 株式会社ＳＢＩ証券） 〇 関東財務局長(登金)第10号 〇 〇

株式会社香川銀行 〇 四国財務局長(登金)第7号 〇
株式会社高知銀行 〇 四国財務局長(登金)第8号 〇
株式会社筑邦銀行 〇 福岡財務支局長(登金)第5号 〇
株式会社千葉興業銀行 〇 関東財務局長(登金)第40号 〇
株式会社富山第一銀行 〇 北陸財務局長(登金)第7号 〇
株式会社長崎銀行 〇 福岡財務支局長(登金)第11号 〇
株式会社福岡中央銀行 〇 福岡財務支局長(登金)第14号 〇

取扱販売会社一覧

(※1)現在、新規申込の取り扱いを行っておりません。
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